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国鉄でも青画連絡船 ・ 宇高連絡船はもちろん，中国支社管内

の小航路の連絡船に装備しており，おもに濃霧 ・ 降雨 ・ 降雪 ・

暗夜など視界不良のときに，前方監視や位置の測定などに使用

して航行の安全をはかっている。しかも青函航路の客船には，

世界的な慣例どおり 2 台装備されており，同時使用も可能で

あるが，万一の故障のときにも，いずれか一方が使用できるよ

う万全を期している。育面白連絡船に装備のレーダの構成は， 送

受信機・指示器 ・ 空中線よりなり，ほぼ問機なものを 2 組もっ

ているが，同時使用の場合に相互干渉を減少させる装置と電源

装置が共用となっている。

送受信機は，図-2に示すように壁掛け形で，送信部はマグネト

ロンにより周波数 9，375士45mc， パルス幅 0.6 または 0.1 μ田c，
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図-4 指示器外形図

せん(尖)頭出力 50KW のマイクロ波を発生し，導波管を通じて

空中線に送出する。受信波は同じ空中線と導波管を経て導入さ

れ， 送受切換管 (TR 管)により送信波を除き，局部発振器(タラ

イ ス トロ ン)と鉱石変換穏(クリスタノレ ・ ミ タサ)により 60mc

の中間周波に変換，増幅され，第 2 検波により映像信号主な っ

て指示穏に送られる。空中線は誌のマストに装備され，防水・

耐風形で毎分15回転してマイクロ波のビームを水平に放射する。

外形は図ー3のようなもので (2 台のうち 1 台は幅約1.2m の小

形である。以下小形のものの性能を( J 内に示す)，ビームの

水平傾(方位分解能を決定する)が 0.9 度 (2.0 度J，垂直隔は船の

繍揺れによる感度低下を防ぐために約15度とな っ ている。空中

線の駆動は電動機によって行なわれ，映像と空中線の回転の同

期を確保するために，シンクロ発信器を内蔵しており，船首方

向を表示する信号とともに電線で指示探に接続されている 。 ま

た雨雪の反射妨害を減少させる円偏波装置〔なし〕が取り付けら

れており ， 指示器からの遠隔操作で通常使用する水平偏波 と の

切換えができるようになっている。

指示哲告は図ー4のように16インチのプラウン管を使用したコン

ソ ー ノレ 形で，操だ(舵)室内に装備され，映像の監視および装置

の肯IJ御が行なわれる。昼間は外部の光線をしゃ断し，映像を見

やすくするためにフードを使用する。大形夜中線を有する l 組

のものの指示務には， レーダが海図机 ・ i時計装置・無線電話装

置の送受話然などが取り付けられており，またトルー ・ トラッ

キン グ (絶対指示)装置が装備されている(この装置は簡単に

も う一組の装慢の方に移設すること も できる)。このほかに，

待自動船位測定装憶を電波目標に指向させる装置や，定位置通

過を映像で確認して本航海ロガーの記録を開始させる押しボタ

ンなどがついている。

レー ダの通常操作に必要な調教器は， 1 次と 2 次に分かれ，

それぞれ指示誌に装備されている 。 l 次調整然は指示器の上面

と側面にあり，レーダ起動後に映像を見ながら操作するもので，

距離の切換え(闘面に表われる映像の範聞を 0.75 から 48カイリ

の間， 7 段階に切換え可能人距離測定(画面に電子的に現われ

ている可変距離環の半径を 0.5-20 カイリの間， 連続的に変化

でき，これを目標映像に重ねることにより 2 % 以内の確度で

距離の測定ができる)，方位測定(画商中心から半径方向に現わ

れている輝線一電子力一ソルーとを目標映像に重ねることによ

り 1 度の確度で方位を測定できる)，天候調態(雨雪 ・ 波浪な

どにより目標の探知が妨害されるときに， パル ス傾の切換え，
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